
箕面箕面市立障害者福祉センターささゆり園市立障害者福祉センターささゆり園<<園管理運営事業園管理運営事業>>

（1）概要

■障害者等への理解を深める啓発事業として、3月6日、「自閉症・発達障害の人
の居心地のよい暮らしのために～地域資源利用への手立て～」と題し、株式会
社おめめどうの奥平綾子代表取締役を招いて、障害者問題市民講座を開催した。

■箕面保育園の園児23名及び保育士3名の計26名を招き、生活介護事業の利用者
とともにクリスマス会を開催した。利用者から園児らへのプレゼント配布や
合唱、障害やバリアフリーについて考えてもらうため実施して前年度好評であっ
たリフト車両の見学(一部試乗)会を引き続き実施した。

■昨年度に引き続き、箕面市及び箕面市社会福祉協議会との共催事業として、
要約筆記講習会を2コース延べ8回実施し、受講者7名が修了した。

（2）重点項目・課題解決の状況

計 画 実施結果

既存8事業見直し協議・対応 ○身体障害者専用駐車場の設置に関して、箕面市から
了承を得たが、場所等の決定には至らず、継続課題と
なった。

○茶道・華道教室利用者の固定化傾向、営利活動団体の
利用基準等について、具体的な解決までには至らな
かった。
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障害者等の理解促進に係る ○3月6日、平成29年度「地域で生きる」障害者問題市民3

施設利用基準のあり方を検討・協議2

啓発事業の実施 講座を開催した。「自閉症・発達障害の人の居心地の
よい暮らしのために～地域資源利用への手立て～」と
題し、株式会社おめめどうの奥平綾子代表取締役を招
き、自閉症・発達障害の方への理解しやすい情報提
供・環境整備やそれらに基づいた自己選択・自己決定
の重要性についての講演をいただいた。参加者数は約
50名であった。

○箕面保育園の園児23名及び保育士3名の計26名を招き、
生活介護事業の利用者とともにクリスマス会を開催し
た。利用者から園児らへのプレゼント配布や合唱、
障害やバリアフリーについて考えてもらうため実施し
て前年度好評であったリフト車両の見学(一部試乗)会
を引き続き実施した。

○昨年度に引き続き、箕面市及び箕面市社会福祉協議会
との共催事業として、要約筆記講習会を2コース延べ
8回実施し、受講者7名が修了した。
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事 業 名
平成28年度 平成29年度 対前年度比

（人数比）
件数 人数 件数 人数

（4）ささゆり園利用状況
平成28年度 平成29年度 対前年度比

開館日数 321日 321日 100.0%

利用件数 1,877件 1,771件 94.4%

利用件数／1日 5.8件 5.5件 94.8%

利用者数 26,816名 22,753名 84.8%

利用者数／1件 14.3名 12.8名 89.5%

利用者数／1日 83.5名 70.9名 84.9%

（3）今後について

■施設利用基準のあり方を検討し、箕面市と継続協議を行っていく。身体障
害者専用駐車場の設置については早急に検討していく。

■「地域で生きる」障害者問題市民講座は、広報・事前宣伝の充実、実施内
容・開催時期等を検討し、より多くの市民に参加していたただけるよう、
次年度も継続実施していく。あわせて、地域の保育園や中学校等とのイベ
ントを通した交流も継続していく。

■要約筆記講習会は、手話講習会と比較して市民への浸透度、認知度がまだ低
いため、事前の広報・啓発を充実させ、受講者拡大に取り組んでいく。

・定期利用団体：36団体 (対前年度比2減)
・随時利用団体：34団体 (対前年度比4増)
【合計】70団体(対前年度比2増）

※会議室等使用団体数(平成30年3月31日現在)

障害者社会参加促進事業 42 357 40 344 96.4%

[内訳]
①茶道教室 20 195 20 213 109.2%

②華道教室 22 162 20 131 80.7%

ボランティア育成事業 56 760 54 661 87.0%

[内訳]

①手話講習会「基礎課程」
<28年度：入門・基礎編>

35 498 35 403 80.9%

②初級音訳講習会<28年度：中級> 13 85 11 98 115.3%

③要約筆記講習会 8 177 8 160 90.4%

啓発事業（障害者問題市民講座） 1 55 1 52 94.5%

貸館事業 1,778 25,644 1,676 21,696 84.6%

[内訳]

①障害者団体 729 12,567 737 11,584 92.2%

②ボランティアサークル 546 7,558 502 5,249 69.4%

③外郭・行政関係 212 3,453 176 3,226 93.4%

④その他 265 2,030 231 1,605 79.1%

⑤ＩＴ室 26 36 30 32 88.9%

合 計 1,877 26,816 1,771 22,753 84.8%



箕面箕面市立障害者福祉センターささゆり園市立障害者福祉センターささゆり園<<生活介護事業生活介護事業>>

（1）概要

■平成29年度利用契約者数21名のうち、利用者1名が平成29年9月に急逝されたた
め、最終的な契約者数は前年度比1名減の20名となった。また、入院加療の利
用者が続く状況(胃ろう増設、肺炎、腎機能低下等)もあり、平均利用人数は
15.3名/日で前年度16.1名/日より減少した。

■特に、支援区分6の利用者(16名)の平均利用率が約80%と低い状況になっており、
介護給付費収入は前年度比約400万円の減収となり、経営的に厳しい状況が続
いている。

■利用者・家族の要望から継続実施している宿泊旅行について、平成29年度は
「夜のイベント：イルミネーション」をメインテーマに神戸ホテルフルーツ・
フラワーに宿泊した。また、宿泊旅行以外のグループには、土曜日に日帰り
旅行(ヤクルト兵庫三木工場、神戸どうぶつ王国)を実施した。

（2）重点項目・課題解決の状況

計 画 実施結果
介護給付費収入の安定的確保 ○平成29年度度利用契約者数21名のうち、利用者1名が平成29年9

月に急逝され、最終的には前年度比1名減の20名となった。
○入院加療の利用者が続く状況(胃ろう造設、誤嚥性肺炎、腎機
能低下等)となり、平均利用人数は15.3名/日(前年度16.1名/
日)であった。また、支援区分5(4名)の利用者の平均利用率は
約94%であったのに対し、支援区分6(16名)は約80%と低い状況に
なっているため、介護給付費収入は前年度比約400万円の減収と
なった。

1

多様な活動支援の検討・実施 ○利用者・家族の要望から継続実施している宿泊旅行について、
平成29年度は「夜のイベント：イルミネーション」をメイン
テーマに神戸ホテルフルーツ・フラワーに宿泊した。

○宿泊旅行以外のグループには、土曜日に日帰り旅行(ヤクルト
兵庫三木工場、神戸どうぶつ王国)を実施した。

○利用日外で旅行を実施したことにより収支は約24,000円の黒字
であった。

2

入浴支援体制の見直し ○入浴専門の短時間臨時職員1名(女性)を採用できたことで、
他職員の負担が軽減され、日中活動の幅が広がった。

3

介護職による喀痰吸引等の実施 ○延べ8名の介護職員に対して実地研修を実施し、喀痰吸引等の
特定行為が新たに実施可能となった。

4

5 重度重複障害者の地域生活に係る
調査研究

医療的ケアの必要な利用者の地域生活支援検討 ○対象利用者が体調不良や入院中であったため、試行的ショート
ステイ利用は未実施であった。

6

指定管理アンケート結果を踏まえた対応 ○利用者家族イベントを2回(バーベキュー大会、年度末イベン
ト）開催し、家族(23名)への情報提供・交換の機会とした。

○年度末の給食試食会を兼ねた家族懇談会では、給食委託業者
テスティパルの栄養士・調理員と利用者家族が直接話をする場
を設けた。

○福祉機器やとろみ剤などに関する情報提供は、必要に応じ随時
行った。

○職員の資質・専門性向上のため、毎月作業療法士2名への相談を
実施し、外部研修会にも延べ28名が参加した。

7

○北摂重症児者の拠点作りの会に参加するなど、情報交換・交流
を行った。

感染症対策 ○感染症防止に係る施設設備の点検・整備と職員の知識向上を
図るため、5月と11月の2回、感染制御ラウンド(実地指導)及び
感染症防止研修会を開催した。
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（4）主な活動内容
①健康活動(バイタルチェック、ストレッチ、手浴・足浴等)
②機能訓練(作業療法士による訓練指導、エクササイズ等)
③創作活動(さをり織り、組紐、七夕創作、クリスマス創作等)

（3）今後について
■定員(20名)以上の利用契約者を確保するとともに、利用者家族の介護力維持へのフォローを行うなどし
て、介護給付費の安定的な確保を図っていく。

■引き続き、医療的ケアを必要とする利用者へ安定的なサービスの提供を行っていく(介護職の喀痰吸引
等実地研修を実施し対応可能な介護職員の増を図る、医療的ケアマニュアル作成の実施等)。
■平成30年度より実施する生活介護(延長支援)の円滑実施に向けて、実施体制の整備・調整を行っていく。
■引き続き、専門家による感染制御ラウンド(実地指導)及び感染症防止研修会等の実施等により、感染症
防止対策を充実させていく。

■地域の保育園や中学校等との交流を継続実施していく。
■毎日の腰痛体操、作業療法士による腰痛予防研修の実施等、腰痛予防対策を充実させていく。

計 画 実施結果

地域への情報発信、交流 ○ブログの更新(計20回)や機関紙「ささゆり園だより」の
作成・配布(1回)を行った。

12

腰痛予防対策 ○職場定着支援助成金(介護福祉機器助成コース)を活用して移動
式介護用リフトを導入し、介護職の身体的負担の軽減を図った。

11

介護技術の標準化への対応 ○個別の医療的ケアマニュアルや処置マニュアルについて、
利用者の状況に応じた修正を行った。

10

職員確保 ○常勤の看護職員1名を確保し、医療的な支援体制の充実を行っ
た。

○介護職員については、臨時職員1名・支援職員1名の退職があっ
たが、早期に補充を行うことができた。
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③創作活動(さをり織り、組紐、七夕創作、クリスマス創作等)
④園外活動(買い物、企業訪問、図書館、ドライブ、大学学園祭等)
⑤音楽活動(音楽鑑賞、カラオケ、ウクレレ演奏、中学校吹奏楽部演奏会等)
⑥ゲーム活動(ボッチャ、陣取りゲーム、みのお双六、ドキドキゲーム等)
⑦イベント(宿泊旅行、日帰り旅行、バーベキュー大会、年度末イベント等)

（5）医療的ケア実施状況
内 容 人数

たんの吸引

口腔内 8名

鼻腔内 3名

気管カニューレ内部 5名

経管栄養

胃ろう 4名

腸ろう 1名

経鼻胃管 1名

経管による与薬

胃ろう 2名

腸ろう 1名

経鼻胃管 1名

ブジー 1名

酸素投与(緊急時含む) 3名

合 計（延べ人数） 30名

（6）在籍者状況（平成30年3月31日現在）

在籍者数 平均年齢
平均

在籍年数
平均
利用率

平均
利用人数

平成29年度 20名 42.8歳 10.7年 83.1% 15.3名
平成28年度 21名 42.2歳 9.4年 85.1% 16.1名

平成29年度利用者
障害支援区分

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１

16名 4名 0名 0名 0名 0名



箕面箕面市立障害者福祉センターささゆり園市立障害者福祉センターささゆり園<<施設入浴サービス事業施設入浴サービス事業>>

（1）概要

■平成29年度当初の利用契約者数は12名であったが、5月より1名、平成30年
1月から3月までの間限定的に利用される方も1名増え、合計14名であった。

■登録ヘルパーの安定的な確保には至らず、生活介護スタッフが対応する
状況が継続した。

（2）重点項目・課題解決の状況

計 画 実施結果

事業の方向性を協議 ○在宅入浴支援の充実等について箕面市と協議を行った。
○導入後10年以上が経過し老朽化した機械浴槽2台のうち
1台を新しい浴槽に交換した。

1

新規利用者の募集、確保 ○平成29年度当初の利用契約者数は12名であったが、5月
より骨折しやすい障害特性から自宅入浴のためのヘル
パー確保が困難な利用者1名、自宅入浴を前提に平成30
年1月から3月までの期間限定での利用者1名が増え、
合計14名であった。

○原則、在宅での入浴支援を勧めた。

2

○入浴専門の短時間臨時職員(女性)1名を採用することが
できたが、残りの女性利用者枠は生活介護の職員と登
録ヘルパーで対応した。

○男性登録ヘルパーの確保ができず、男性利用者枠は生
活介護の職員で対応した。

サービスの質的向上3

職員確保と支援サービスの質的向上4

活介護の職員で対応した。

（4）施設入浴サービス利用状況

平成28年度 平成29年度 対前年度比

実施日数 243日 244日 100.4%

利用者数 627名 653名 104.1%

利用者数／1日 2.6名 2.7名 103.8%

（3）今後について

■老朽化した入浴設備の更新について、箕面市と継続協議していく。
■機関誌・チラシ・ブログ等を活用しながら、引き続き男性・登録ヘルパー
の確保に取り組んでいく。あわせて登録ヘルパーに依存しない従事体制
についても検討を行っていく。




